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？ ？ ？

背景①

年次別に見た出生数(総数) 出典：人口動態調査 / 人口動態統計 確定数 出生 e-Stat
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背景②

⚫ 日本は、世界でも有数の災害大国 (地震・水害等)
- 2011 東日本大震災 (死者:19747名・被害額:16.9兆円)
- 2019 東日本台風 (死者:91名・被害額:1.88兆円)
- 2024 能登半島地震 (死者:241名・被害額:1.1~2.6兆円)

⚫ 首都直下地震の危機
- 30年以内に70%の確率で発生 [東京都防災会議 2022年5月]

- 被害額は1001兆円と推定 [土木学会 2024年3月]

東日本大震災
復興庁 写真で見る復興

東日本台風
国土交通省白書2021

災害大国 日本
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能登半島地震
日経XTECH

https://www.reconstruction.go.jp/10year/photo.html
https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/r02/hakusho/r03/html/n1112000.html
https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/02706/010500016/


1. 労働人口が減る中でいかに生産性をあげるか

2. 災害から一人ひとりの命をいかに守るか

日本が直面する課題
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災害などの非常時でも身分証明を行えるように、生体情報を登録

生体情報による個人認証により、行政や民間等あらゆるサービスをシームレスに連結（イノベーション創出プラットフォーム）

データの分散管理により、セキュリティを確保（ある一つのサービスのセキュリティが破られたとしても、その影響は他のサービスに波及しない）

これまで手続き等に費やしてきた無駄な時間を価値ある時間に

Education Hospital GovernmentBusiness Entertainment

=

ALIVE: Advanced Life with Integrated Value and Experience

・

・

・

・
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ALIVEの仕組み

ショッピング

行政サービス

人が認証Keyとなり、各サービスが利用可能

警察

生体認証管理
システム生体認証

医療関連

山田太郎：クレジットカード情報
鈴木花子：クレジットカード情報
斎藤一郎：クレジットカード情報

・
・

：個人番号A
：個人番号B
：個人番号C

・
・ 個人番号C：

氏名：鈴木花子
-年齢
-住所
-性別

個人番号B：
氏名：斎藤一郎
-年齢
-住所
-性別

個人番号A：
氏名：山田太郎
-年齢
-住所
-性別

個人情報の連携
(生体情報： )
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インセンティブ

✓ 生活の利便性向上ユーザー

✓ 災害などの非常時における迅速な対応
政府

(PF運営者)

✓ 新たなビジネスをより手軽に事業者
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ケース①：新生活

手続きが多すぎ。。

ECか対面対面

各サイトで会員登録

タイミング 手続き内容

引越し前

賃貸住宅の解約

転校・転出届

引越会社探し・手続き

郵便物の転送

インターネット・電話移設

宅配サービス住所変更

電気・ガス・水道の移転

金融機関の移転

タイミング 手続き内容

引越し後

転入・転校届

公共料金引落し

不動産登記の住所変更

バイク・自動車登録変更

運転免許証の住所変更

結婚

婚姻届

各種住所変更

会員登録系の変更

ウェアラブル
デバイス

タイミング 手続き内容

引越し後

全手続きをALIVEで一括処理引越し後

結婚…

【新生活に伴う手続き例】
手続き関係

A店

B店

C店

各サイトで購入スマホで検索

A店

B店

C店

サイト毎の登録面倒

商品購入を一括手続き個人認証

A店 B店C店 D店
・・・

個人認証済だから。。

膨大な手続きを一括処理！
⇒時間の効率化！

サイト会員登録・購入手間を削減！
⇒購買意欲向上！

現状 ALIVE

らくらく一括手続き

ショッピング
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ケース②：医療

現状 ALIVE
1分1秒を争う事態に個人が特定できないと・・・

麻酔のアレルギーは？ 入院歴は？

家族に連絡取れない病歴は？ 入院歴・病歴がすぐに分かる 家族にすぐ連絡がとれる

適切な処置・医療を早急に受けることができる適切な処置・医療を受けることができない

1分1秒を争う事態に・・・

リスクのある手術

認証！！

無駄な検査 国民一人ひとりの命を守る
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ケース③：災害時対応

現状 ALIVE
避難先で情報収集に時間がかかる

避難者カードの記入・登録 家族と連絡取れない

スムーズな情報収集と安心した避難生活情報の収集に時間がかかり不安・不便な避難生活

避難先で・・・

スムーズな避難者カード登録

×

家族がどこにいるか分かる

認証！！

避難先で安心した生活の確保
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ケース④：事業者活用（通信業）

• 不正アクセス・決済
• 企業の内部情報の漏洩リスク

ALIVEで生体認証

• 安全なITツールの利用環境利用

スマホ操作する人と
決済者名義を認証

許可されたユーザー(社員)
のみが情報にアクセス可能に

課題 解決

現状 ALIVE

15



CONTENTS

・日本が直面する課題

・私たちの提案：ALIVE

・ALIVEでできること

・ALIVEの実現に向けて

16



ALIVE実現の方針

73.1%

総務省「マイナンバーカード交付状況について」2024/1/31
人口: 125,416,877 保有枚数: 91,684,367

マイナンバーカード
保有率

マイナンバー制度
を拡張

• カードの普及が進んでいる
• データ管理・連携システムも

構築済

2024/01
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ALIVE実現の方針

税・所得健康・医療

年金 こども

福祉・介護 雇用保険等

e私書箱

【特定個人情報等の項目一覧】

生命・損害保険/共済
証券会社/ふるさと納税

※マイナポータル

※e私書箱

生体情報ALIVE
追加項目

個人番号 氏名

住所

生年月日

性別

現行の
マイナンバー制度

+

民間サービス

+

マイナンバー制度に生体情報を付加し、行政や民間サービスとの連携を強化
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https://myna.go.jp/html/person_info_list.html
https://e-shishobako.ne.jp/bulk/kigyo_ichiran


ALIVE実現のための課題

セキュリティを担保した分散データ管理システムの構築

生体個人認証の精度向上
種類 精度 デバイス 自己認証

（例:新生活）
他者認証
（例:医療）

指紋 99.9% 指紋リーダー いずれか一つ
または
複数の組合せ
※利用サービスにより異なる

国家資格を作り、
他者認証は有資格
者に限定する

顔 99.9% スマホカメラ

静脈 99.9% 専用デバイス近赤外線

虹彩 99.9% スマホカメラ

声紋 95％ スマホマイク

※B1チーム調べ 詳細はAppendix P30参照

個別の課題 解決手段

大容量+低遅延＋高信頼な通信の実現 6Gの社会実装

セキュリティとプライバシーの確保が必要 他者認証は多重認証＋免許制とする（下表も参照）
データライフサイクル全般にわたっての暗号化、
耐量子暗号の実装

ユーザ・データの増加に伴い、
スケーラビリティの確保が必要

データセンターの増加を推進し、
扱えるデータ量を確保

既存のICTインフラ
の発展・拡張が
必須

認証精度は現状で十分
・デバイスの小型化
・他者認証の制度化が必須
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ALIVE普及に向けた戦略

デジタル庁「第8回業種別マイナンバーカード取得状況等調査(ネット調査) 」 2023/12、単位：%

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

メリットを感じない

情報流出が怖い

特にない

申請方法が面倒

その他

申請方法が分からない

【マイナンバーカードの未取得理由】 ※n=2677, 複数回答

訪問、店舗/郵便局等での申請補助
オンライン・郵送対応等

保持されているデータ、管理方式等の
説明・理解促進

魅力あるサービスの導入とアピール

1. 国民の安心を守るための法整備

検討すべき項目

• データの種類による開示範囲の設定
• データアクセス権に関する資格の創設
• 監視と管理の境界線の検討

2. 地道な広報活動

他国との比較・導入
標準仕様化の検討等UN E-Government Survey 2022
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https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/4581d4aa-d6b5-4688-a625-bab1317d0d71/0a3f999b/20240220_councils_mynumbercard-promotion_outline_02.pdf
https://publicadministration.un.org/egovkb/en-us/Reports/UN-E-Government-Survey-2022


我々からの提言

ALIVE
Advanced Life with Integrated Value and Experience

必要なのは自分自身
あらゆるサービスをシームレスに繋ぎ、豊かでゆとりある生活を
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(補足資料) マネタイズ
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凡例
￥ ★・・・ 費用 ・・・ 対価

一般利用者
ALIVE提供
運営管理
（国）

安心・便利な
サービス利用

￥
税金

￥

商品購入やサービス利用

★
国民の適正管理
国の信頼

★

事業者

行政サービス

警察

コスト削減

￥

★
サービス利用

★
信頼性・品質の高いサービス提供 顧客信頼度獲得

会社イメージUP
→競争社会での勝ち抜き

ショッピング

医療関連強固なセキュリティ認証
顧客の適正管理

企業支援

利用料

￥

★

★

★

自前システム
費用削減



(補足資料) 現在のマイナンバー制度とは

住民基本台帳
ネットワークシステム

住民票コード
(11桁)

氏名

住所

生年月日

性別

年金機構

基礎
年金
番号

被保険者
整理番号

住民票
コード

氏名

生年月日

性別

標準報酬月額etc

医療保険

医療保険被
保険者番号

氏名

生年月日等

医療情報

性別

国税

氏名

住所

※総務省「電子化・マ
イナンバーの導入に伴
う課税実務について」

共通のキー[個人番号]を付与
参照・連携可能

個人番号 住民票コー
ド(11桁)

氏名

住所

生年月日

性別

個人
番号

医療保険
被保険者
番号

氏名

生年月日等

医療情報

性別

国・自治体等の機関が保持していた情報
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https://www.soumu.go.jp/main_content/000406461.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000406461.pdf
https://www.soumu.go.jp/main_content/000406461.pdf


(補足資料) 分散管理と一元管理
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デジタル庁「マイナンバー制度に
おける個人情報の管理」
2023/06/30

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/fb0b3edb-47c6-4eed-abeb-f161194a703f/ecc5a255/20230628_policies_posts_mynumber_security_03.pdf
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/fb0b3edb-47c6-4eed-abeb-f161194a703f/ecc5a255/20230628_policies_posts_mynumber_security_03.pdf


(補足資料) マイナンバー制度の満足度調査
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

コンビニ証明書取得

オンライン本人確認

ふるさと納税

対面身分証

e-Tax

オンライン行政手続

利用したことがある 便利だった 未利用

※n=17,178
【サービス利用経験と満足度】

デジタル庁「第8回業種別マイナンバーカード取得状況等調査(ネット調査) 」 2023/12

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/4581d4aa-d6b5-4688-a625-bab1317d0d71/0a3f999b/20240220_councils_mynumbercard-promotion_outline_02.pdf


(補足資料) 電子政府発展度指標 (EGDI)
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UN E-Government Survey 2022

EGDIの三つの構成要素のうちすぐに向上できる要素はOSI

【他国で実現しているオンライン手続きの例】
• 社会保護プログラムの申込 ・環境許可証の申込 ・土地登記申請
• 公務員採用の申込 結婚・出生・死亡の届出

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

EGDI

Components of EGDI

OSI HCI TII

Institutional Framework Service Provision

Content Provision Technology

E-participation

Mobile-cellular subscriptions

Fixed broadband subscriptions

Internet Users

Active mobile-broadband subscriptions

Expected years of schooling Mean years of schooling

Gross enrolment ration Adult literacy

e-Participation 日本は1位
(次ページ参照) 

HCI: 人的資本OSI: オンラインサービス TII: 通信インフラ

※EGDI: E-Government Development Index

https://publicadministration.un.org/egovkb/en-us/Reports/UN-E-Government-Survey-2022


(補足資料) 行政手続き電子化の各国比較

28UN E-Government Survey 2022

e-Participation:
日本は1位

OSI: オンラインサービスの具体名

オンライン
サービスの
提供国

https://publicadministration.un.org/egovkb/en-us/Reports/UN-E-Government-Survey-2022


(補足資料) 生体認証技術調査
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種類 精度 デバイス 情報ソース 備考

指紋 99.9% 指紋リーダー スワローインキュベート社サイト
DigitalPersona 4500

顔 99.9%
FRR=0.4
FAR=0.1

スマホカメラ スワローインキュベート社サイト
NEC顔認証技術
NECゲートレス生体認証

NISTにてアルゴリズムが
評価

静脈 99.9%
FRR（本人拒否率）0.01%（リトライ1回）
FAR（他人受入率）0.000001%以下
（富士通製品より）

専用デバイス（近赤外線） スワローインキュベート社サイト
PalmSecure-F Pro

小型化（スマホ実装など）
が難しい。
今は手のひらサイズ

声紋 95% スマホ、PC バックグラウンド認証®
NECプレスリリース

バックグラウンド認証は
「IJCB2023」採録

虹彩 99.9% スマホカメラ スワローインキュベート社サイト

脳波 98% 専用のヘッドセット 金沢工業大学ニュースリリース 2018年国際会議で発表

手の振動 96% スマホ HoldPass 2022年国際学会で発表

呼気 97% サンプリング+専用分析機 東京大学ニュースリリース 2022年論文発表

https://iris.pas-ta.io/about/
https://www.dpsdk.jp/products/digitalpersona4500.html?gclid=Cj0KCQiAmNeqBhD4ARIsADsYfTd_XtbWj8qOEpICpUDjuhZJmMGYYV4Kz1mNQ8AjhPV9wbhZXkTSz40aAvuQEALw_wcB
https://iris.pas-ta.io/about/
https://jpn.nec.com/biometrics/face/history.html
https://jpn.nec.com/rd/technologies/202303/index.html
https://iris.pas-ta.io/about/
https://www.fujitsu.com/jp/group/frontech/solutions/business-technology/security/palmsecure/f-pro/
https://www.anchorz.co.jp/dz/dz1
https://jpn.nec.com/press/201902/20190219_01.html
https://iris.pas-ta.io/about/
https://www.kanazawa-it.ac.jp/kitnews/2018/0718_EEG_Biometric_Authentication.html
https://levtech.jp/media/article/column/detail_106/
https://www.t.u-tokyo.ac.jp/press/pr2022-05-23-001
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